
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
 

熊本県立水俣高等学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表（全日制） 
 

１ 学校教育目標 
スクール・ミッション、スクール・ポリシーを踏まえ、校訓「自律 敬愛 創造」のもと、知・徳・体の 

調和がとれ、自ら考え、学び、夢に向かって主体的に行動する力を備えたグローバルリーダーの育成をめざ

す。 

そのため、全教職員は一体となり、教育者としての使命感と愛情を持って、家庭・地域社会との連携を深 

めながら、魅力ある学校づくりに努め、本校教育の充実・発展を図る。 

教育スローガン『探究する力を育み、主体的な学びで夢（願い）を実現する生徒の育成』 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）健全な心身の育成 

（２）確かな学力の育成と進路実現に向けた取組の充実 

（３）ＳＧＨ事業の効果的な継承とグローバルリーダー、熊本を支える人材の育成 

（４）保護者や地域社会に信頼される学校づくり 

 
 

３ 自己評価総括表 

評価項目 
評価の

観点 
具体的目標 具体的方策 

評

価 
成果と課題 大項

目 

小項目 

学
校
経
営 

特色ある

学校づく

り 

ＳＧＨ事

業の効果

的な継承 

・関係機関とのコ

ンソーシアムの

中で、連携事業

を効果的に継承

し、さらに発展

させ、グローバ

ルリーダーを育

成する。 

・「水俣ＡＣＴⅠ」の活動

を通して、生徒の興味

関心にあわせて地域や

大学等と連携しながら

体系的に実施できる探

究的な学びを確立す

る。 

・「水俣ＡＣＴⅡ」におけ

る外部機関との連携事

業の強化を図る。 

・３年間の体系的で持続

可能な「ＳＤＧｓ未来

都市」構想の学びを深

める。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・「水俣ACTⅠ」の体系的なカリキ

ュラムについて、ブラッシュアッ

プを行い、系統的に取り組むこと

ができている。 

・「水俣ＡＣＴⅡ」において、外部と

の連携をより密にすることで、高

度な探究活動を行うことができ

た。また校外での探究活動成果の

発表機会を増やすことができた。 

・大学の入学試験等において探究活

動の成果や培ったプレゼンテーシ

ョン技術を生かし、進路実現（進路

保障）に繋がった。 

開かれた

学校づく

り 

 

保護者・

地域との

連携 

・ＰＴＡ役員を中

心としたＰＴ

Ａ活動や行事

等を行う。 

・地域との連携事

業を通した地域

貢献及び情報発

信を行う。 

・各行事について、内容

の見直し等を行い、Ｐ

ＴＡ役員を中心に保

護者と連携を図り、Ｐ

ＴＡ活動や学校行事

等を実施する。 

・「水俣環境アカデミ

ア」、「四者連携事業」

をはじめ、地元行政機

関や企業等の関係機

関と連携する。 

 

 

 

 

 

 

A 

・各行事において、保護者の参加協

力をいただき、行事が盛り上がる

とともに、交通整理などPTAが行

ったことで、教職員の負担軽減に

も繋がった。また会議の内容を事

前に周知することで毎月定例の役

員会をスムーズに行うことができ

た。 

・地元企業や行政、各民間団体や高

大連携など、充実した「産・官・

学」との協働学習に取り組んだ。 

・総合的な探究の時間や商業、工業

の課題研究において、様々なプロ

ジェクトが各機関と連携した。さ

らに小中学校の出前授業や共同学

習を実施した。 



学校公開

と情報発

信 

・効果的なＰＲ活

動により入学者

数を増加させ

る。 

・中学生や地域へ

の情報発信力を

向上する。 

・中学生の進路学習にお

いて、本校の情報が得

やすいよう、学校ＨＰ

内容の整理を行い、Ｓ

ＮＳ等の活用も図りな

がら情報発信する。 

・学校行事や学校独自の

プロジェクトなどを、

中学生や地域に周知で

きるよう、学校HP等を

活用しながら、タイム

リーに学校の様子や生

徒の活躍を発信する。

また、市報の活用のほ

か、マスメディア等に

よる情報発信を行う。 

・ブログや行事役割分担

を決めることで、多ジ

ャンルの情報を幅広く

発信する。 

 

 

 

 

・学校ＨＰのブログページを検索し 

やすいよう、タグ付けして目的の

情報を探しやすいようにしてい

る。 

・今年度の教育活動新着情報として、

１７７件（1月15日現在）ＨＰへ

アップした。 

・各担当者が学校行事等の様子を学

校ホームページ等でタイムリーに

発信した。 

・水俣市報における水俣高校紹介ペ

ージで行事やイベントの紹介を行

った。雑誌や新聞などでも多く取

り上げてもらった。 

・中学校へ向けて高校生の活動紹介

や行事の様子を紹介したチラシを

を作成し配付した。 

 

 業務改革 

 

業務改革

の推進 

 

・慣例となっている

各部署の業務を

２項目以上は、整

理・改善する。 

・報告様式等を簡略、ま

たは廃止し、職員の負

担を軽減する。 

・ＩＣＴ機器等を活用し

ながら、職員間のコミ

ュニケーション、報告、

連絡、相談がしやすい

「風通しの良い」職場

環境を作る。 

 

 

 

 

Ａ 

・職員朝会時の朝会要項及び資料等

について、クロームブックを活用

し、ペーパーレス化及び負担軽減

を行った。また、起案形式の簡略化

を図り、形骸化していた業務を改

善した。 

・学校・保護者間連絡システム「すぐ

ーる」を活用し、欠席連絡対応等の

負担を軽減した。簡単な報告等は

職員間の校内連絡システムIPを活

用した。 

・学校評価アンケ

ートにおいて、

昨年比３項目以

上評価を上げ

る。 

・観点別評価の視点で各

教科担当者が授業を改

善し、授業評価を上げ

る。 

・各項目の評価アップと

マイナス項目数を減少

させる。 

 

 

 

Ｂ 

 

 

・学校評価アンケート結果昨年比は、

生徒：５ポイントマイナスが１１

項目、保護者：８項目プラス、５ポ

イントマイナスが３項目、職員：１

３項目プラス、５ポイントマイナ

スが５項目であった。職員の評価

は全体的には上がったが、今後は

保護者と職員の評価を検証し、上

昇に繋げることが課題である。 

働き方改

革 

時間外勤

務時間の

削減 

・全職員の１カ月

の在校等平均

時間が４５時

間を超えない。

また、１年間の 

在校等平均時

間が３６０時

間を超えない。 

・仕事の優先順位や仕事

の均等化・平準化を図

り、チーム学校として

組織で業務にあたり、

一人の業務量の負担

感軽減に努める。 

・会議等の内容や時間の

縮減に取り組みなが

ら業務改善・効率化を

図る。 

・学校行事等の見直し、

縮減を図り、教材研究

や事務処理、生徒と向

き合う時間等を確保

する。  

 

 

 

 

 

 

 

B 

・超過時間が多い職員に対して個別

面談を行った。また、業務改善や分

担等を呼びかけ、毎週水曜日に定

時退勤を実践した。職員全体の超

過時間平均は昨年度と比較し、約

３時間、全体で約７．８％増加し

た。 

・部活動関係は学校ホームページ等

で周知した。週末の指導や生徒引

率に関しては複数顧問制により業

務を分担し負担を軽減した。 

・今年度から２名の外部指導者へ委

嘱状を渡し、学校の方針や部活動

規定等をきちんと伝えることで、

練習時間の短縮や顧問の負担軽減

に繋げた。 



・コロナ禍以前に実施していたPTA

総会欠席者集会を廃止した。生徒

の状況や天候等に応じて、オンラ

インの講演会や式典を実施した。 

学
力
向
上 

自学力の

育成 

家庭学習

の実態把

握と学習

意欲の喚

起 

・家庭学習時間調

査を実施し、家

庭学習上昇者

６５％以上を

目指す。 

・各教科において自学を

促すような課題設定、

取り組みを行う。 

・百問繚乱による苦手分

野分析を活用し、指導

方法の工夫改善、苦手

分野の自学を促す。 

 

 

 

Ｂ 

・年度内比較ができなかったが、昨

年度と比較すると家庭学習時間

が全体で３０％減少するなど大

きく下落した。 

・百問繚乱はスムーズに導入・運用

でき、分析機能による苦手分野分

析など活用できた。 

授業力の

向上 

分かる授

業、興味

関心を持

たせる授

業づくり 

・公開授業週間に

おける、職員の

他教科見学率７

０％以上を目指

す。 

・生徒による授業

評価アンケート

で７０％以上の

肯定的評価を達

成する。 

・各教科ごとに年間の中

で研究授業を設定し、

職員に広く周知、公開

することで授業力向

上を図る。 

・公開授業週間や研究授

業にあわせてスーパ

ーティーチャーや外

部講師等を招聘し、研

修を深めることで授

業力を向上させる。 

・授業評価を分析、職員

へフィードバックし

授業改善へとつなげ

る。 

 

 

 

 

 

Ａ 

・公開授業週間、授業交流週間では

約８２％の職員が授業見学を行

い、各々の授業改善等に役立てる

ことができた。 

・数学と英語ではスーパーティーチ

ャーを招聘し、各々の授業改善の

一助とすることができた。 

・生徒による授業評価アンケートで

は９２％以上の肯定的評価を達成

することができた。 

進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育 

進路意識

の高揚 

 

多様な入

試に対応

するため

の指導の

充実 

 

 

・変化する大学入

試について研

究し、傾向と対

策のポイント

を職員間で共

有し、効果的な

指導を実施す

る。 

・入試説明会参加や模擬

試験分析会等による

情報収集、入試問題の

研究を行い、大学入試

対策の指導方法につ

いて検討する。 

・小論文や面接等の個人

指導を組織的に実践

する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・各学校の入試説明会や教育支援関

係企業、予備校等が実施する研究

会に積極的に参加し、情報収集に

努め、指導方法を検討した。教育

支援関係企業より講師を招聘し、

各学年において模擬試験分析会

を実施し、生徒の指導に役立て

た。小論文については予備校講師

による特別講座や本校職員によ

る個人添削を実施した。  

・多様な入試に対応するため、進路

情報交換検討会を従来の３年６

月から２年３月に移行し早期に

実施することで、生徒のよりよい

進路実現を図る。またそのための

外部講師による職員進路研修を

実施する。 

就職希望

者への計

画的な取

組 

 

・就職内定１００

％達成に向けた

取組を充実させ

る。 

・県内の魅力ある企業の

情報発信と現場見学

を充実させ、就職希望

者の目標を早期に具

体化させる。また、ICT

を利用して保護者も

含めて就職に関する

情報共有を行う。 

 

 

 

 

 

Ａ 

・担任から生徒情報を聞き取り、進

路指導部としても生徒と直接話

をすることで、志望理由を明確に

させ、職業意識を高く持たせた。

一般企業の一次募集では受験者

42名、合格者40名、合格率95％

だった。不合格になった生徒2名

も二次募集で内定をもらってい

る。公務員は4名受験し、３名が

合格した。 

・オンライン求人票閲覧システム

「Handy」は生徒の利用も活発だ



った。保護者もタブレットを利用

して閲覧できることからスムー

ズな情報共有が可能になった。ま

た、求人のデータをCSVで出力で

きることから年度ごとに職種や

基本給、勤務地の集計が簡単にで

き、求人の分析に役立てた。 

生
徒
指
導 

社会規範

意識の醸

成 

正しい社

会規範意

識と他者

尊重の意

識を醸成 

・行動や服装を自

ら判断し、選択

できるように

する。 

・マナータイムに

おける再チェ

ック数が回を

経るごとに減

るようにする。 

・ＳＮＳや情報端

末の正しい利

用方法を習得

する。 

 

 

・全職員が共通理解を持

ってマナータイム時

に限らず、日頃の学校

生活の中で指導する。 

・校則の見直しを生徒、

保護者とともに考え、

当事者意識を培い、遵

守する態度を養う。 

・年6回のマナータイム

を実施し、時宜にかな

った講話を行う。ま

た、全校集会時の諸連

絡をとおして生徒指

導部から発信する。マ

ナーとして気づき考

え行動する力を育む。 

・講話等を通した情報モ

ラル教育を行う。職員

で情報共有を行い、常

に新しい知識で対応

できるようにする。通

年で情報モラル教育

を行う。時代に即した

合理的な活用の仕方

を職員間で検討して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・校則の全職員の共通理解において

は、その都度確認する場面もあ

り、年度当初に着実に共通認識を

はかるべきであった。日頃の学校

生活においても気づいた職員が

その場で指導に取り組む雰囲気

をより構築していきたい。 

・本年度も校則に関するアンケート

も保護者、生徒ともに実施し、生

徒会を中心に協議することがで

き、当事者意識の醸成にも繋がっ

た。 

・「みなまたマナータイム」は予定

通り行うことができた。規則やマ

ナーは理解できているようだが、

今後自己管理能力を身につけて

いく必要がある。 

・情報モラル教育は、警察の方にも

講話をしていただき、効果はあっ

た。次年度も行っていきたい。 

基本的生

活習慣の

確立 

基本的生

活習慣の

確立 

・５Ｓ活動を行

う。 

・遅刻者数を削減

する。遅刻の常

態化をなくす。 

・生徒指導部が中心とな

って登校指導を行い、

遅刻者の情報を管理

し、担任と共有し、繰

り返さないように個

別対応する。 

 

 

Ａ 

 

・掃除には職員、生徒ともに精力的

に取り組むことができた。 

・遅刻者のチェックをこまめに行う

ことで、遅刻者の減少につながっ

た。学年での情報共有もできてい

た。 

防犯及び

交通安全

意識の高

揚 

防犯意識

の向上と

安全運転

の励行 

・二重ロック率９

９％以上および

１００％達成率

５０％にする。 

・自転車乗車中の

スマートフォン

の使用がないよ

うに指導する。 

・交通安全の呼び

かけ・啓発を行

う。 

・登校指導の中で、一旦

停止の呼びかけや一

列励行の呼びかけを

行う。 

・交通委員による二重ロ

ック調査を週３回行

い、結果を全職員で共

有、公表し、未実施者

には個別対応を行う。 

・水俣警察署と協働し、

交通講話や啓発プリ

ントを配布し意識を

高めると共に、事故時

の適切な対応方法に

ついても習得させる。 

・次年度から自転車通学

生のヘルメット着用

 

 

 

 

 

 

 

A 

・交通委員や職員による啓発活動を

不定期で行い、規範意識の醸成に

繋がった。 

・週３回の二重ロックの検査に加

え、警察署との協同で防犯意識の

向上に繋がった。 

・二重ロック率は、高い率を維持し

ている。 

・年度当初に事故時の対応の仕方を

指導した。適切な対応ができた。 

・交通講話においても警察の方に講

話をしていただき、効果があっ

た。 

・自転車通学生のヘルメット着用

は、３学期から義務化とし、着用

率は大幅にあがった。 

・定期的に原付通学生対象の安全教



義務化に向けて、具体

的に今年度から動き

出す。 

・原付通学生対象の安全

教育を月に１回実施

し、事故未然防止につ

なげる。 

 

育を行い、原付通学生の事故はな

かった。 

自主性、

社会性の

育成 

自主 ･自

立の精神

の涵養と

生徒会活

動の活性

化 

・全校生徒に学校

行事及び生徒

会行事に主体

的に参加させ

る。 

 

 

 

・生徒会役員と顧問との

ランチミーティング

を開き、生徒会役員及

び庶務の意思の疎通

や共通理解を密にし、

絆を深めるとともに、

学校行事や校則につ

いての議論などを通

して生徒の自主性、自

立性を養う。 

・学校行事後にはアンケ

ートを実施し、全生

徒、全職員の意見を聞

き、柔軟に変更をし、

より実りが多い学校

行事にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・生徒会役員と顧問とのランチミー

ティングを開き、生徒会役員及び

庶務から多くのアイディアが出

てきており、自主的に主体性をも

って取り組んだ。また、議論に 

どまらず、実行に移すことができ

た。 

・アンケートをとり、回答から部内、

生徒会内で協議を行い、改善点を

整理することができた。 

人
権
教
育
の
推
進 

人権教育

推進体制

の充実と

人権意識

の深化 

 

校内の人

権教育の

推進 

・学習機会の定期

的な設定による

生徒、職員の人

権感覚を醸成さ

せる。 

・同和問題に対しての職

員研修を実施する。 

・人権講演会、人権ＬＨ

Ｒを実施する。 

・各種校外研修会への参

加を通じて職員の人

権感覚の醸成を図る。 

 

 

 

 

 

Ａ 

・人権教育主任研修の内容を踏まえ、

様々な人権課題やハラスメント等

をテーマにした職員を対象の研修

を実施した。 

・「自己責任社会を超えて」というテ

ーマで有識者を招いて人権講演会

を開催した。 

・性的指向・性自認等や同和問題、水

俣病に関する人権等についてのリ

モート研修や校外研修会に積極的

に参加した。 

人権教育

推進体制

の充実と

人権意識

の深化 

「命を大

切にする

心」を育

む指導の

推進 

水俣病等

に関する

人権問題

の学習 

・水俣病をめぐる

人権問題につ

いて、各自の意

見の発信力を

身に付けさせ

る。 

 

・総合的な探究の時間や

校外との連携を行い

ながら、水俣病等の人

権問題学習を通じて、

優れた人権感覚の育

成を目指す。 

・ポスターセッション等

の発表準備を通じて

各自の考えを深める。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・１学年の総探の時間では、水俣病の

歴史や現状についての学習を行

い、被害、加害の両方の立場に立っ

て学習するなど、人権感覚を深め

る取組を行った。 

・２学年の総探の時間では、水銀をテ

ーマにしたグループを作成し、国

立水俣病総合研究センターと連携

して水銀に関する水俣の取組や水

銀条約についての調べ学習とポス

ターセッションを行った。 

「命」や

「生きる

こと」の

考察を通

した自己

肯定感と

他者を思

いやる心

・全教職員による

全ての教育場

面での人権を

意識した取組

を実施する。 

 

 

 

・全ての教育活動を通じ

て、人権教育を推進す

るための職員研修を

実施し、生徒の人権教

育につなげる。 

・朝読書等で活用できる

よう、心を守る図書に

ついての紹介を行う。 

 

 

 

Ｂ 

・各教科の取組を共有したり、成果を

まとめたりといった活動は不十分

だったが、各教科、科目における人

権目標を定め、総合的な人権感覚

を育てる取組を行うことができ

た。 

・図書館と連携してストレス緩和の

書籍の特設コーナーを作成した



の育成 り、人権標語を全生徒が作成した

りすることで、「命」や「生きるこ

と」、「他者への思いやり」などに

ついて考えることにつなげた。 

い
じ
め
の
防
止
等 

いじめの

未然防止 

いじめを

許さない

集団の育

成 

・生徒主体の取組

の推進による

情報モラル教

育の通年に渡

る取組を実施

する。 

 

 

 

・生徒のいじめに対する

認識の感度を向上さ

せるために以下の取

組を実施する。 

・「いじめを許さない宣

言文」や標語等の作成

を行なう。 

・各種アンケートや面談

週間、校内相談体制の

積極的な案内を行な

う。 

 

 

 

 

 

Ａ 

・「いじめを許さない宣言文」を生徒

総会で紹介し、各教室に掲示した。 

・図書館と連携し、いじめや差別問題

に関する書籍の特設コーナーを作

成し、生徒に周知した。 

・校内、校外の相談窓口に関する携行

用案内カードを作成し、全校生徒

に周知、配付した。 

・1 学年を対象に、SOS の出し方に

関する授業を行い、様々な困難や

ストレスへの対処法について学ぶ

機会を設けた。 

いじめの

発見と適

切な対応 

校内委員

会を中心

とした全

職員での

取組 

・スクールサイン

（いじめ匿名

通報サイト等）

の積極的周知

と、いじめ事案

に対する組織

的認知と迅速

な対応を行な

う。 

 

・面談や各種アンケート

等を実施し、いじめの

早期発見と速やかな

事実の確認にあたる。 

・スクールサインの積極

的な周知 

・学期に１回以上のいじ

め防止組織会議の開

催。 

・被害生徒を守り、加害

生徒にも適切に対応

する。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・学校独自のいじめに関するアンケ

ートを毎学期実施し、面談週間中

には、各担任がその情報を基に細

やかな面談を行った。 

・スクールサインのサイトに QR コ

ードからアクセスできる携行用カ

ードを作成し、全校生徒に周知、配

付した。 

・学期毎に外部専門家を招き、いじめ

防止等検討委員会を開催した。 

・いじめの可能性があるトラブルに

ついては、生徒部職員に加え、い

じめ情報集約担当も聞き取りや会

議に参加し、慎重な対応を行った。 

地
域
連
携(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
な
ど) 

防災教育

の充実 

 

防災教育

の充実 

・主体的に行動

し、自分の命を

守る。 

・防災訓練を2回実施

し、災害への対応力を

高める。 

・避難経路の確認など自

助の意識を育てる。 

・クラス掲示で防災教育

の情報提供を行う。 

 

 

 

 

Ａ 

・新年度すぐに、避難訓練を実施し、

避難経路の確認や災害発生時の対

応について考える機会を作り、自

助の意識を育んだ。  

・シェイクアウト訓練や啓発資料を

通して、防災に関する技能や知識

を体験・学習し、日頃の防災への

備えを促進した。 

地域と連

携した災

害時の連

携体制の

確立 

防災訓練

への参加 

・水俣市や地域と

連携し災害に

備える。 

 

・水俣市や地域住人との

合同訓練に参加し、地

域との連携や防災意

識を高めるとともに、

公助や自助の意義に

ついて学ぶ。 

 

 

 

 

Ａ 

・水俣市防災フェスタに参加し、各

関係機関による各種訓練や展示、

防災体験コーナーを通じて、楽し

みながら防災に関する意識や知識

を高めた。 

・防災避難訓練時に職員、生徒全員

が防災ＤＶＤ視聴し、防災につい

ての知識を高めた。  

特
別
支
援
教
育 

特別支援

教育の理

解と推進 

教職員の

専門性の

向上 

・合理的配慮を要

する生徒に対す

る知識を習得す

る。 

・障がい者手帳の取得

や、障がい者の雇用制

度と支援内容に関す

る職員研修を行う。 

 

 

Ａ 

・8 月の職員研修で、特別支援教育ス

ーパーティーチャーによる障がい

者雇用制度と支援内容をテーマと

した研修計画していたが、台風の

ため中止となり、別日に設定でき

なかった。 



 特別な支

援を必要

とする生

徒の把握

と適切な

対応 

 

・合理的配慮を要

する生徒の把握

と、SC、SSWの

効果的な活用を

行う。 

・「個別の教育支

援計画」の作成

と活用・引継ぎ

を行う。 

・新入生保護者に対して

「保護者の気付きア

ンケート」を実施し、

保健調査とともに生

徒情報を集約し、生徒

理解研修で職員に情

報共有を行う。 

・個別の教育支援計画を

引き継いだ新入生は

１学期に全員SCの面

談を行う。 

・各学期に支援対象生徒

に関する教科担当者

会を開き、支援内容の

振り返りを行い、次学

期の目標を定める。個

別の教育支援計画は、

進路先に基本的に全

員引継ぎをする。         

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

・新入生の「保護者の気付きアンケ

ート」を実施し、保健調査の内容

と合わせて、4月末の生徒理解研

修で関係職員に情報周知した。ま

た、保護者の記載内容をもとに、

高校で個別の教育支援計画を作

成するか保護者に確認し、同意を

得た生徒の支援計画作成をした。 

・入学式前に支援対象生徒の保護者

と関係職員で面談を行い、職員研

修で情報周知を行った。保護者の

了承を得て、支援対象生徒とSC

の面談を行った。 

・支援対象生徒について教科担当者 

会を実施し、個別の指導計画の評 

価を行った。 

・３年生の進路先へ引継ぎの同意が

得られたのは、6人中２人だった。

進路先へ引継ぎをしない生徒の

文書は、保護者に引き継ぐ。 

環
境
・
安
全
教
育
の
推
進 

「 SDGs

未 来 都

市 ｣の一

員として

の自覚に

基づいた

環境教育

の推進 

持続可能

な環境活

動の展開 

・生徒の主体性を

育む取り組みを

実施する。 

 

・委員会メンバーが中心

となって、学校版環境

ＩＳＯ宣言項目に基

づいた活動に取り組

む。エコスクールＤａ

ｙを毎月実施し、環境

への意識や行動につ

いて自分自身で振り

返り、改善する。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

・「エコスクールDay」を毎月実施

し、クラスごとの取り組み状況を

確認した。毎月行うことで、マイ

バッグやマイボトルの持参やゴ

ミの減量を意識することに繋が

っている。生徒たちの目標達成率

は高く、ほとんどのクラスで９０

％に達している。 

 

 

・環境美化委員会

の活動を充実さ

せる。 

・地域や企業と連携した

ＳＤＧｓについて生

徒職員一丸となって

取り組み、その成果を

行事等で発表する。 

 

 

Ａ 

・企業と連携したコンタクトレンズ

の空ケース回収などを行ってい

る。これらの活動について文化祭

で発表し、生徒たちの意識を高め

ることができた。 

健康で安

全な学校

生活の推

進 

健康な学

校生活の

推進 

・心身の健康問題

を早期に発見

し、対応する。 

・感染症予防のた

めの指導を充実

させる。 

・健康観察の実施や関係

職員間での情報共有を

密にする。また必要に

応じて個別や集団での

指導を行う。 

・手洗いやうがい、換気

の必要性について再確

認し継続した指導を行

う。 

 

 

 

 

Ａ 

・健康観察の実施方法を改善したこ

とにより、関係職員間での情報共

有を迅速かつ密に行うことができ

た。 

・感染症予防のため、適宜手洗いやう

がい、換気について指導を行った。

また、換気については、生徒保健委

員会活動としても取り組んだ。 



安全な学

校生活の

推進 

・職員、生徒の安全

意識の向上と、

校内における事

故リスクを軽減

させる。 

・安全点検（年２回）を実

施し、学校全体の安全

への配慮を徹底する。 

・環境衛生の調整を図

り、健康的な学習環境

の維持管理を充実さ

せる。 

・体育や部活動、学校行

事において水分補給の

指示を行い、熱中症の

リスクを減らす。 

 

 

 

 

 

Ａ 

・８月に一度実施し、２回目は２月に

実施予定である。安全点検を行っ

たことで、危険箇所の共有、改善に

繋げることができた。 

・環境衛生については、（水質・空気、

ダニ検査）健康的な学習環境の維

持管理に努めた。 

・熱中症対策として、水分補給や規則

正しい生活習慣について適宜指導

を行った。また、部活動において

は、適切な活動時間も含め、運動部

活動顧問を中心に注意喚起を行っ

た。 

 

 

４ 学校関係者評価 
【感想・意見等】 
〇地元企業や水俣市等といろんな「地域・学校間連携」に取り組まれているので関心している。 
〇総合的な探究学習や地域との協働学習に対して先生方も研修されており、医療系連携事業（四者連携
事業）では、医療系の具体的な進路先のイメージに繋がっており良い取組である。 

〇生徒には「水俣市防災フェスタ」のボランティアのスタッフとしてお世話になっており、生徒が頑張
っていると地域の方々から講評をいただいている。また、「防災士」の資格に高校生もチャレンジし
てもらいたい。 

〇自転車の交通安全マナーの高揚に繋げてもらいたい。また、毎年４月に水俣高校の正門で交通安全キ
ャンペーンを実施しているためご協力をお願いしたい。 

〇地元企業との連携事業等において、地元企業への就職では、昨年度が１０数％であったが、今年度は
２０％を超えており、学校と企業との連携事業等の成果が表われている。 

〇半導体やプログラミング等の情報系に力を尽くされ頑張っておられる。また、地域連携コミュニティ
スクールの項目では、防災に関することだけであったため、他にも連携されていることがあるのでは
ないか。 

〇スタンフォード大学との連携事業の取組みにおいて、学校内でどのように生かして行かれるのか検討 
をお願いした。 

〇５月に実施された体育大会を見学したが、みんな一生懸命に短距離走を最後まで走っている姿に感動 
した。 

〇中学校のホームページに水俣高校（ＨＰ）のリンクを貼っており、アクセス件数は１，０００件を超
えている。 

〇水俣市・水俣環アカデミア等、いろんな事業でお世話になっている。また、スタンフォード大学との 
 連携事業では、市民向けにどのような効果があったのか伝えるための発表（プレゼン）の場を考えて
いる。 

〇息子が大学受験をしており、水俣高校で良かったと言っている。また、受験会場に行っても、他校生 
 と何ら変わりなく、自分がしっかりしていればいいだけなのでと言っていた。 
 

 

５ 総合評価 

（１） 学校評価アンケート結果 

【各項目昨年比】※「よくあてはまる」「やや当てはまる」の割合 

① 生徒 （２５項目）： ０項目プラス、２５項目マイナス 

② 保護者（２６項目）： ８項目プラス、１６項目マイナス、 同比率２項目 

③ 職員 （２７項目）： ８項目プラス、１９項目マイナス 

【昨年と比較して、特に差が大きかった項目（単位：％）】 

① 生徒 

・「本校では教え方が工夫されていて、授業が分かりやすい」(-8.7) 

・「本校は各科・コースの特長を活かすなど、特色ある学校づくりを行っている」(-6.5) 

・「本校の生徒会活動は活発である」(-12.4) 

・「本校は掃除が行き届き、教育環境は整備されている」(-6.7) 

② 保護者 

 ・「自分の子どもは家庭学習に取り組み、習慣化している。」(-6.4) 

  ・「本校は生徒の進路目標達成のためにしっかりと指導を行っている。」(+7.6) 

 ・「本校では進路選択のための情報がきめ細かく生徒、保護者に提供されている。」(+6.9) 



  ・「本校の施設、設備は整備され、安心して学校生活を送ることができる。」(-8.8) 

  ③教職員 

 ・「自分の子どもは家庭学習に取り組み、習慣化している」(-15.1) 

 ・「自分の子どもは読書の習慣が身についている。」(+11.5) 

 ・「本校では進路選択のための情報がきめ細かく生徒、保護者に提供されている。」(+10.0) 

  ・「本校では基本的生活習慣や社会のルール、マナーをしっかり指導している。」(-12.0) 

  （２）本年度の重点目標について 

①健全な心身の育成 

コロナ禍以前の行事や取組ができるようになり、生徒が生き生きと活動できる場が増加した。体育大

会や文化祭等の行事を通して生徒会を中心に生徒たちの精神面の成長が見られた。外部講師による薬物

乱用防止教室や人権教育講演会、ＳＮＳマナー講座や闇バイト講話等を開催し、生徒の意識の高揚を図

った。全職員が定期的に研修を行い、生徒支援の視点で生徒に接することで、生徒の心身のストレスや

困り感の解消に取り組んだ。スクールサインへの投稿やＳＮＳ等の対策や未然防止に努めた。また、ス

クールカウンセラーやいじめ防止対策委員会等を活用しながら、情報集約担当や人権教育主任を中心に

生徒のＳＯＳに組織で対応する体制ができた。 

②確かな学力の育成と進路実現に向けた取組の充実 

  各教科で観点別評価を作成し、生徒の主体的な学びに繋がっている。公開授業や研究授業、スーパー

ティーチャーの活用等を通して教科指導力のスキルアップが図られた。また、学習アプリ「Classi」を

活用しながら課題等を工夫し学力向上に取組んだ。進路実現については、就職関係では１０月には殆ど

の生徒が内定を頂いたが、県内就職率が４７．７％程度であり、地元定着が今後の課題である。進学に

関しては、総合型・学校推薦型選抜の受験者が増えていることから、３年間を見通した教科指導や受験

対策について進路指導部と各学年・各教科が連携し、組織全体で検討していく必要がある。 

③ＳＧＨ事業の効果的な継承とグローバルリーダーの育成 

総合的な探究の時間（ＳＧＨ事業からの継承について）は、地域の研究機関と協力関係を築き、「みなま

たMOYAIST」を目標に掲げ、グローバルリーダーを育成している。特に今年度は、「総合的な探究の時

間」の活動をはじめ、「産官学との連携」・「地域との協働」学習において、①四者連携事業「水俣市

・水俣市総合医療センター・熊本保健科学大・水俣高校」との包括連携に関する協定事業、②水俣環境

アカデミアや大学等との連携事業、③水俣市・国立水俣病総合研究センターとの環境教育推進事業、④

水俣市・（株）アスカインデックスとの半導体関連人材育成事業、⑤水俣市・スタンフォード大学との

定期的な交流活動におけるグローバル人材育成事業、⑥建設ＤＸ推進プロジェクト事業、くまもと県南

フードバレー推進協議会と連携した商品開発等、様々な探究的な学びに取組むことができた。 

④保護者や地域社会に信頼される学校づくり 

  昨年度から学校保護者連絡システム「すぐーる」が導入され、欠席連絡等がスムーズになり、保護

者だけでなく職員の負担も軽減された。また、学校ホームページや学年通信等を通して学校の様子を

タイムリーに伝えることができた。また、ＰＴＡ活動には生徒や職員も協力する体制ができており、

水俣市唯一の高校として信頼関係を築いている。さらに、総合的な探究活動の時間を利用しながら、

校外での活動を積極的に実施しながら地域に貢献する取組みを行った。特に今年度は半導体関連企業

との連携をとおして、工業科だけでなく、商業科や普通科の生徒にも体験学習を実施した。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

（１）学校経営 

半導体関連企業や医療機関、及び大学や行政等と連携した本校独自の取組を行い、進学や就職の実

績向上に繋げて行く予定である。今後は、このような連携事業を継続させながら質の向上を図り、生

徒募集につなげ、将来地元に還元できる地域の担い手不足が課題である。また、生徒の体験学習や海

外交流等の機会をいかに増やしていくか、さらに、参加費や旅費等の予算をどのように確保していく

かなど、学校だけでなく関係機関、同窓会やＰＴＡ等とも連携しながら検討していく必要がある。 

（２）授業改善と学力向上 

  学校評価アンケートの授業に関する項目においては、生徒の評価が昨年より減少しており、「主体的、

対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善が課題であり、観点別評価のさらる充実が必要である。ま

た、ＩＣＴ等を活用しながら、生徒個人の主体的で深い学びができるように学習環境を整えていくこと

が大切である。 

（３）キャリア教育の充実 

普通科を中心とした進学実績、他学科を中心とした就職実績（特に県内への就職率）を向上させるた

めに、早い段階での進路目標の設定を行い、３年間を見通した大学受験や就職試験に対応できる学力の



定着、及びキャリア教育を充実させる。また、インターンシップ等の体験活動の充実を図り、職業観・

勤労観を育み、生徒一人一人が目的意識を持って日々の活動に取り組む態度を育成する。 

（４）生徒指導の充実 

日々のホームルーム、交通講話等を通して登下校のルールやマナーの指導を徹底し、事故防止に繋 

げる。また、自転車ヘルメットの着用義務など新たな課題に対応する。生徒のｓｏｓの早期発見の

ために、学期ごとの面談週間、いじめアンケート、スクールカウンセラーの活用等を充実させ生徒や保

護者に寄り添った対応を行う。従来の校内の規定等を見直し、時代の流れに沿って改善を図る。 

（５）ＳＧＨ継承と地域連携の推進 

「総合的な探究の時間」や「地域との協働学習」の活動や専門学科の「課題研究」の探究活動の取組を

検証し、SDGsの目標のもと、国立研究施設や自治体と連携・協働した環境教育の更なる推進、及び海

外の大学等との交流を通して、グローバルリーダーの育成を目指す。また、行政や関係機関、及び半

導体関連企業や連携、医療機関との連携を強化し、学校の新しい魅力を発信する。 

 
 


